
































































































































































































　先ほど参照した『IT ロードマップ』の 2013 年度版
では、重要技術のひとつとして「ビッグデータ」が掲
載されており、以下の文章で始まっています。

































































































































































なビジネス活用がなされている IBM の Watson とい
う情報システムについて、IBM 自身は「人工知能」
と決して呼ばず、「自然言語を理解・学習して、人間
の意思決定を支援するシステム」であると主張してい
ます。
【なぜ広まったのか？】
　2016 年現在、人工知能ブームが再び訪れた、など
と叫ばれていますが、きっかけとなったのは、2012
年に Google の研究チームが発表した研究報告だと
言われています。ニュースなどでは「人工知能に
YouTube の莫大な数の動画を見せ続けたら、人間に
教えられることなく、猫を認識するようになった」と
いった見出しがつけられています。
　その見出しの是非はさておくとして、実際に報告さ
れたものは「高度に抽象化された画像認識プログラ
ム」とでも呼ぶべきものであり「弱い AI」の一種で
す。しかし、この研究で利用されていた数学的モデル
が「ニューラルネットワーク」という、人工知能研究
では古くから利用されている「脳神経を模した」モデ
ルだったせいか、これを機に「人工知能」という【こ
とば】が再び注目を集め始めました。日本では将棋の
プロ棋士が人工知能と対戦したという話題も影響した
かと思います。
　そしてこの流れに乗ったのが、ビッグデータビジネ
スが飽和しはじめ、商売のネタに困っていた IT 系企
業の営業マンで……と、以下は省略します。
　少しネガティブな感じで扱ってしまいましたが、私
自身、このブームを歓迎していないわけではありませ
ん。人工知能学会誌の報告によれば「人工知能学会の
会員数は増加を続けている」そうですし、ビッグデー
タの注目によって、統計的なデータ分析の重要性が再
認識されたことも含め、情報工学に関する話題がビジ
ネスの場にあらわれ、それを学ぼうとする若者が増え
るのは、喜ばしいことだと感じています。
　タイトルで示唆した通り、本稿のテーマである「バ
ズワード」は、商学と情報工学、広げれば市場と技術、
言い換えればビジネスとアカデミックな場をつなげる
ものだと、そんな解釈もできます。流れの早い IT 業
界において、もちろん消えていった【ことば】もたく
さんありますが、今回取り上げた三つが根付こうとし
ているのは、そもそも、その技術がしっかりしていた
からに他なりません。
　それを踏まえると、しっかりとした技術を見出すた
めの知識と、それをキャッチーな【ことば】で表現で
きるスキルを持ちあわせる学生を育てることも、本学
の役割のひとつではないか――と、そんな感じでまと
めたいと思います。
　そして余談的に。今回とりあげた三つは、どれも「元
となる技術は古くから存在し、時が過ぎて情報技術が
発展したことにより、再び日の目を見た」という共通
点があります。このようなことを「コンピュータの性
能が人間のやりたいことに追いついた」と表現するこ
とがありますが、あえて「コンピュータの性能向上に
比べると、人類全体が作り出す知の発展が遅い」と解
釈すると、いち研究者として精進しないとな、と、そ
う思えます。
５．まとめ
